
 



①泡をかむ場合がありますので、無泡ローラーをお薦めします。
②主に住宅外装部材、ドア専用のプライマーです。工場の大屋根等への適用はお控えください。
③「ニッペ塩ビゾルウレタンプライマー」は「塩ビゾル鋼板」専用のプライマーです。「塩ビゾル鋼板」に似た材質に「塩
ビ鋼板」「PET樹脂を用いた鋼板」等があります。判定が困難な場合は目立たない箇所に試験塗装を行い、「可塑剤」
の移行がなく、付着性に問題がないことを確認後、塗装してください。

④類似の材質に「塩ビレザー」等もあります。本品には弾性機能はないため割れる恐れがありますので、塗装は避けて
ください。
⑤さび止め効果はありません。塩ビゾル皮膜が剥離し、さび等が出ている箇所はさびを除去した後、「ハイポン20デク
ロ」等のさび止め塗料を塗装してからご使用ください。
⑥シャッター自体等、動きのある物への塗装は避けてください。
⑦溶剤系塗料のため、室内での塗装は必ず換気をしてください。また、外部での塗装においても、換気口・空気取入口な
どに養生を行い、溶剤蒸気が室内に入らないように注意してください。居住者へのご配慮をお願い致します。
⑧所定のシンナー以外を使用したり、薄めすぎるとつや引けやダレ、かぶり不良などをきたす原因になりますので、必ず
所定のシンナーおよび希釈率を守ってください。

⑨カウンター、陳列棚、ベンチ、床面など物が常時置かれるような場所には塗装しないでください。油脂分（人の手油な
どを含む）やアルコールなどがつくと、塗膜が軟化して粘着や色移りの原因になる場合があります。
⑩硬化が不十分な場合は、シンナーで再溶解する場合があります。
⑪水、アルコール系溶剤の混入は絶対に避けてください。
⑫硬化剤は湿気で硬化しますので密栓して貯蔵してください。
⑬硬化剤はイソシアネートを含有しているため、蒸気、ミストなどを吸い込まないようにしてください。また、皮膚に付着
しないよう十分に注意してください。
⑭塗膜の乾燥過程で水分の影響を受けた場合（高湿度、結露、降雨など）、塗膜表面が白化するおそれがあります。水分
の影響を受けるおそれがある場合は、塗装を避けてください。

塗料等の積み重ねは

⑮旧塗膜に発生した藻・かびは、洗浄などで必ず除去し、清浄な面としてください。付着阻害をおこすおそれがあります。
⑯改修工事にご使用の場合は、旧塗膜の種類によっては溶剤などの影響により、旧塗膜を侵し溶剤膨れや縮みなどの
異常が発生する場合がありますので、旧塗膜の種類をご確認の上、塗装仕様をご検討ください。

⑰素地の乾燥は十分に行ってください。
⑱塗装場所の気温が５℃以下、湿度８５％以上である場合、または換気が十分でなく結露が考えられる場合、塗装は避
けてください。
⑲塗料液と硬化剤の混合割合は、必ずまもってください。混合割合が不適切な場合、塗膜性能が発現されなかったり、
仕上がりや作業性が低下することがあります。

⑳屋外の塗装で降雨、降雪のおそれがある場合、および強風時は塗装を避けてください。
㉑塗装時および塗料の取り扱い時は、換気を十分に行い、火気厳禁にしてください。
㉒飛散防止のため必ず養生を行ってください。
㉓塗料は内容物が均一になるように攪拌してください。薄めすぎは隠ぺい力不足、仕上がり不良などが起こるため規定
範囲を超えて希釈しないでください。

㉔大型壁面塗装では補修部分が目立つことがあります。使用塗料のロットは必ず控えておき、補修の際は塗料ロット、
希釈率、および補修方法等の条件を同一にしてください。

㉕汚れ、傷などにより補修塗りが必要な場合があります。使用塗料のロットは必ず控えておき、補修の際は塗料ロット、
希釈率、および補修方法等の塗装条件を同一にしてください。

㉖ローラー、ハケなどは、ほかの塗料での塗装に使用すると、ハジキなどが発生するおそれがありますので、十分に洗浄
するか、専用でご使用ください。
㉗使用前に内容物が均等になるようにかくはんし、開封後は一度に使い切ってください。やむを得ず保管する場合は密
栓してから冷暗所で保存し、速やかに使い切ってください。

㉘製品の安全に関する詳細な内容については、製品安全データシート（ＭＳＤＳ）をご参照ください。
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オーデノータック

ポリウレタン樹脂塗料

手あか汚れ・皮脂軟化対策水性内部用塗料
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